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 筆者は、宮城県 A市 B島にある災害ボランティア団体、「団体 S」でフィールドワ




クすることに決めたのである。月に 1度は団体 Sを訪れることにして、団体 Sの活動
内容や島民との関わりを記録した。 
ここでは、B島と団体 Sの概要と、団体 Sメンバーの活動の様子を記述する。 
 
(1) 概要 
団体 Sは関西と関東のNPOが連携して 2011年 3月 18日に発足したプロジェクト





団体 Sの設立のきっかけとなったのは、プロジェクト Tが 2011年 4月 11日から
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れた。その後、2011 年の 5 月上旬に、B島で活動する代表者(以後、エリアマネージ
ャー)を決め本格的に活動を開始した。団体 Sの「長期」と「短期」（後述）も、「災害
ボランティアとして活動したい」という動機でプロジェクト Tに応募し、たまたま団
体 Sへ配属されたのである。団体 Sの設立によって、B島はプロジェクト Tの活動範
囲の中で最北に位置する地域となった。それに加えて、B 島は離島でもある。プロジ





 活動開始時の団体 Sは、10代から 40代までのメンバーで構成されていた。メンバ
ーの 9割以上が大学生で、関東・関西の大学生で長期滞在型ボランティアとして活動
している人は「長期」と呼ばれている。「長期」では最長で 2 年半 B 島に滞在して活
動し続けた人がいた。長期滞在型ボランティアは、多くが半年から 1年間B島に滞在
して活動を行う。 





ボランティアとして B島や団体 Sを訪れることもある。 
2011年 7月末にプロジェクト Tの現地本部が解体してから、「短期」は必ず 1週間
参加する必要はなくなり、自由裁量で団体 Sを訪れることになった。2011年 5月から







(2) 団体 Sの活動 
 ここでは、団体 Sの活動の様子を 3つの時期に分けて述べる。すなわち、プロジェ
クト Tがボランティア募集を行った時期(2011年 5月から 8月)、「長期」と「リピー







2011年 5月から 8月の間、団体 Sには毎週「短期(リピーター含む)」が訪れていた。













































2011年 9月から 2012年 3月 








並ぶ。司会進行役がテーマを自由に発表し、まず自分が発表する。例えば 2012 年 1
月のある朝礼のテーマは、司会進行役の BT さんが選んだ「B島のいいところ」だっ
た。司会が発表を終わると、メンバーが順番にテーマに沿って発表していき、朝礼の













2012 年 4 月になると、新年度を迎えるために団体 S を離れる長期滞在型ボランテ
ィアが続出した。2012年 6月から 8月中旬までの夏休み期間は、今まで活動に関わっ
た長期滞在型ボランティアやリピーター型ボランティアが時間の空いた時に団体 Sを
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セスメント」と呼んでいた。全島アセスメントは 2011年 8月から団体 Sメンバー総

































に出てきた EF 夫妻は怒りを表すことなく、PN さんに怪我がないかと気遣ってくれ


















体)の受け入れを拒否していた。団体 Sが 2011年 8月に実施した全島アセスメントで
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たという(内尾 2013: 105)。 団体 Sでも、内尾の指摘と似た状況が起きたのである。 
団体 Sが作成した「ありがとうノート」は、山口(2012)のいう「贈答記録」に相当
する。贈答記録は、贈答における不均衡を調整し、互酬性を担保するするシステムで



















「プロジェクト T」や「団体 S」の一員として活動していた団体 Sメンバーは、今
回の全島アセスメントで島民たちとの関わりも増えていった。B 島を訪れた「短期」
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